
別記様式第１７号（規格Ａ４）（第４条関係）（その１）

地域医療支援病院業務報告書

　　令和５年１１月２２日

　　群馬県知事　山 本　一 太　様

開設者　〒376-0024　　　　

住　所　群馬県桐生市織姫町 6 番 3 号　

氏　名　桐 生 地 域 医 療 企 業 団  

企 業 長  加 藤  広 行 　　印

電話番号　 (0277)44-7171 （代）

医療法第１２条の２の規定により、令和４年度の業務に関して下記のとおり報告します。

記

　１　病院の開設者の住所及び氏名

住　所
〒376-0024

群馬県桐生市織姫町 6 番 3 号

氏　名 桐生地域医療組合

注　開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄

には法人の名称を記載すること。

　２　病院の名称

桐生厚生総合病院

　３　病院の所在地

〒376-0024

群馬県桐生市織姫町 6 番 3 号　　　　電話（0277）44－7171（代）
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　４　病床数

精神病床 感染症病床 結核病床 療養病床 一般病床 合計

床

-

床

４

床

-

床

-

床

４２９

床

４３３
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　５　病院の施設の構造設備

施　設　名 設　　備　　概　　要

救急治療室 ( 主な設備) 人工呼吸器、心電計、超音波診断装置、生体情報ﾓﾆﾀ、多用

途ﾍﾞﾝﾁﾚ - ﾀ - 、除細動装置、経皮的血中ｶﾞｽ分析装置及びﾊﾟﾙｽｵｷｼﾒ - ﾀ

-

手術室 ６室

( 主な設備 ) YAG ﾚｰｻﾞ - 装置、電気ﾒｽ、手術顕微鏡、無影灯、各種手術

台、全身麻酔器、腹腔鏡下手術装置、内視鏡下手術装置、外科用Ｘ線TV装

置、超音波白内障手術装置、超音波双方向血流装置、経皮酸素ｶﾞｽ分圧測

定装置、生体情報ﾓﾆﾀ、呼吸監視装置、ｽﾃﾙｽｽﾃ - ｼｮﾝｼｽﾃﾑ S7(O-arm2 ・専

用手術台含 ) 、コア電動式骨手術装置、術中神経ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞｼｽﾃﾑ、 3D先端湾

曲ﾋﾞﾃﾞｵｽｺｰﾌﾟ

集中治療室

(ICU/CCU)

病床数　６床

( 主な設備 ) ICU ﾍﾞｯﾄﾞ、自動心電図計、体外式ﾍﾟｰｽﾒ - ｶ - 、人工呼吸

器、大動脈ﾊﾞﾙ - ﾝﾎﾟﾝﾌﾟ、移送用心電図ﾓﾆﾀ - 、血漿交換装置、経皮血中

ｶﾞｽ分析装置、生体情報ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞｼｽﾃﾑ

新生児集中治療

室

(NICU・GCU)

病床数　NICU１２床、 GCU１５床

( 主な設備) 人工呼吸器、生体情報ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞｼｽﾃﾑ、経皮血中ｶﾞｽ分析装置、

保育器、鼻腔式持続用圧呼吸補助装置、光線治療器、血液分析器、超音波

診断装置、ｸﾘｰﾝﾍﾞﾝﾁ、乳児用集中治療ﾍﾞｯﾄﾞ、搬送用保育器、黄疸光線治

療器

腎センタ― ( 主な設備) 個人用多用途透析装置、多用途透析用監視装置、個人用 HDF

装置、持続緩徐式血液浄化装置、全自動熱水薬液消毒対応型ROｼｽﾃﾑ、浸透

圧分析装置、生体情報ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞｼｽﾃﾑ、多人数用透析液供給装置

内視鏡室 ( 主な設備) 気管支・上部消化管、十二指腸・大腸ﾋﾞﾃﾞｵｽｺ - ﾌﾟ、超音波

内視鏡装置、電子内視鏡ｼｽﾃﾑ、高周波焼却装置、内視鏡光源装置、超音波

ｶﾞｽﾄﾛﾋﾞﾃﾞｵｽｺ - ﾌﾟ、生体情報ﾓﾆﾀ、気管支ビデオスコープ

検体検査室

( 生化学、免疫血

清、血液、輸血、採

血 )

( 主な設備 ) 　全自動輸血検査装置、多項目血球自動分析装置、全自動血

液凝固線溶測定装置、生化学自動分析装置、全自動免疫測定装置、全自動

輸血検査装置、全自動糖分析装置、自動採血管準備装置

一般検査室 ( 主な設備 ) 　全自動尿中有形成分分析装置、尿検査装置、免疫学的便鮮

血分析装置

生理検査室 ( 主な設備 ) 　心電図情報ｼｽﾃﾑ、ﾎﾙﾀ - 心電図解析装置、超音波診断装

置、脳波計、呼吸機能自動分析装置、超音波骨密度測定装置

自己血採血室 ( 主な設備 ) 　自己採血装置、自己血採血ﾁｪｱ、無菌接合装置

血液照射室 ( 主な設備 ) 　血液照射装置
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病理染色室 ( 主な設備 ) 　自動染色装置、自動免疫染色装置

病理検査室 ( 主な設備 ) 　自動固定包埋装置、自動染色装置、凍結組織片作成装置、

顕微鏡写真撮影装置、ﾎﾙﾏﾘﾝ対策用ﾌﾟｯｼｭﾌﾟﾙ換気装置、ｵｰﾄｽﾒｱ

施　設　名 設　　備　　概　　要

細菌検査室 ( 主な設備 ) 　細菌同定・薬剤感受性分析ｼｽﾃﾑ、全自動血液抗酸菌培養装

置、生物顕微鏡ｼｽﾃﾑ、冷却遠心機

病理解剖室 ( 主な設備 ) 　解剖室 1 室、解剖用具、ｵｰﾄｸﾚ - ﾌﾟ

標本室 ( 主な設備 ) 　解剖臓器保存室 1 室

緊急検査室 ( 主な設備 )  臨床生化学自動分析装置、血液ｶﾞｽ分析装置、尿検査装

置、全自動免疫測定装置、全自動遺伝子解析装置、小型遺伝子検査装置

（ PCR法）

一般撮影室 ( 主な設備) Ｘ線撮影装置 < 島津 RAD speed Pro ・Fujifilm CARNEO

Smart>

骨・歯科撮影室 ( 主な設備) Ｘ線撮影装置<Fujifilm-Velocity・ CARNEO U> 、歯科 X線装

置、骨密度測定装置

耳鼻・脳外撮影

室

( 主な設備) 頭部精密 X線撮影装置 <ORBIX>、天井走行 X線撮影装置 < 島

津 RADspeedPro Style edition(GLIDE Class)>

循環器撮影室 

( 心臓 )

( 主な設備) 心血管撮影装置一式　 < ｼｰﾒﾝｽ Artis One>

循環器撮影室 

( 腹部 )

( 主な設備) 床置式全身血管ｲﾝﾀ - ﾍﾞﾝｼｮﾝｼｽﾃﾑ装置 -DSA　 <Siemens 

Artis Zee FA>

第１ ＣＴ室 ( 主な設備 ) 128 列ﾏﾙﾁｽﾗｲｽ X線CT装置<Siemens SOMATOM Definition AS+

>

第２ ＣＴ室 ( 主な設備 ) 128 列ﾏﾙﾁｽﾗｲｽ X線CT装置<Siemens SOMATOM Definition AS+

>

第１ ＭＲＩ室 ( 主な設備) 磁気共鳴画像診断装置<Siemens　MAGNETOM Verio 3Ｔ >

第２ ＭＲＩ室 ( 主な設備) 磁気共鳴画像診断装置 <GE　SIGNA EXCITE XL ver.11 1.5Ｔ

>

第１ Ⅹ－ＴＶ室 ( 主な設備) 多目的 X線テレビ装置 < 島津 Soniai Vision Safire Ⅱ>

第２ Ⅹ－ＴＶ室 ( 主な設備) 多目的 X線テレビ装置 < 島津 Shimavision SV-3500ELT Pro>

第３ Ⅹ－ＴＶ室 ( 主な設備) 多目的 X線テレビ装置 < 島津 C-Vision 1000>

ＲＩ -撮影室

( 核医学診断 )

( 主な設備) 核医学診断装置 ( ｼﾝﾁﾚ - ｼｮﾝｶﾒﾗｼｽﾃﾑ ) <GE　NM830>

乳房撮影室

( マンモグラフィ )

( 主 な 設 備 )  ﾌ ﾙ ﾃ ﾞ ｼ ﾞ ﾀ ﾙ乳房 X 線撮影 装 置 <Siemens Mammomat

Inspiration>

放射線治療室 ( 主な設備) 高精度放射線治療装置一式<VARIAN TrueBeam一式 >
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治療ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ室 ( 主な設備) CT撮影装置 <Siemens SOMATOM Definition AS20>

放射線診断処置

室

( 主な設備) 画像診断ﾚﾎﾟ - ﾄｼｽﾃﾑ < Fujifilm F-report system>

読影室 ( 主な設備) 画像診断ﾚﾎﾟ - ﾄｼｽﾃﾑ < Fujifilm F-report system> 、

作業台一式　机、椅子、本棚

調剤室 ( 主な設備) 全自動錠剤分包機、散薬分包機、散薬監査ｼｽﾃﾑ、水剤監査ﾀｰ

ﾐﾅﾙ、注射薬自動払出ｼｽﾃﾑ、安全ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ

施　設　名 設　　備　　概　　要

リハビリセンタ

ー

( 主な設備 ) CPM ﾕﾆｯﾄ、起立訓練ﾍﾞｯﾄﾞ、電動昇降式訓練用ｷｯﾁﾝ、超音波

治療器、渦流浴装置ワールプール、昇降式平行棒、電気治療器、調整式作

業台、ﾏｯﾄ訓練台、壁面用肋木、生体情報ﾓﾆﾀ、歩行練習用階段、ﾁﾙﾄﾃ -

ﾌﾞﾙ、 HONDAセーフティナビ、ｺｰﾄﾞﾚｽﾊﾞｲｸ、低周波治療器

研究室（ 2 階小

会議室）

( 主な設備) 机、椅子

定員10名

講　堂 ( 主な設備) 机、椅子、ﾏｲｸ設備、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀ - 　定員 120 名

室数１室（ 2 室に分割可能）

図書室 室数１室　書籍蔵書 4,987冊　医学雑誌 201 種

2階 ミーティン

グルーム

( 主な設備) 机、椅子

定員 8名

医薬品情報管理

室

専用室　　床面積　27.280㎡

医療連携等情報

コーナー

( 主な設備) 机、椅子、本棚、65型液晶TV、ﾌﾞﾙ - ﾚｲﾚｺ - ﾀﾞ -

定員24名

　　注　主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器等を記載すること。
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（その２）　他の病院又は診療所から紹介された患者に対し医療を提供する体制が整備されている

ことを証する書類及び救急医療の提供実績

　　地域医療支援病院紹介率及び地域医療支援病院逆紹介率

地域医療支援病院

紹介率　　　　　

％

６９．４
算定

期間

令和４年４月 1 日～令和５年３月３１日

地域医療支援病院

逆紹介率　　　　

％

６９．０

算出

根拠

Ａ：紹介患者の数（開設者とは直接関係のない他の

病院又は診療所から紹介状により紹介された者

の数。初診の患者に限る。）

８，１１６人

Ｂ：初診患者の数 １１，６８９人

Ｃ：逆紹介患者の数（開設者と直接関係のある他の

病院又は診療所に紹介した患者を除く。）
８，０６１人

注　１）「地域医療支援病院紹介率」欄は、ＡをＢで除した数に１００を乗じて、小数点以下

第１位まで記載すること。

　　２）「地域医療支援病院逆紹介率」欄は、ＣをＢで除した数に１００を乗じて、小数点以

下第１位まで記載すること。

　　３）それぞれの患者数については、前年度の延べ数を記載すること。
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（その３）　救急医療を提供する能力を有することを証する書類

１　重症救急患者の受入れに対応できる医療従事者の確保状況

救急治療室勤務

№ 職種 氏　名 勤務の態様 勤 務 時 間 備　考

1 医師 萩原　周一 常勤　専従 8 ： 45～ 17：

30

2 医師 中島　潤 非常勤　専従 8 ： 45～ 17：

30

週 1回勤務

3 医師 豊澤　三郎 非常勤　専従 17： 30～ 8 ：

45

月 1回勤務

4 医師 高草木　智史 非常勤　専従 17： 30～ 8 ：

45

月 1回勤務

5 医師 小坂　啓寿 非常勤　専従 8 ： 45～ 8 ：

45

月 1回24時間勤務

6 医師 大島　啓一 非常勤　専従 17： 30～ 8 ：

45

月 1回勤務

7 医師 関根　晋介 非常勤　専従 17： 30～ 8 ：

45

月 1回勤務

8 医師 丸山　優 非常勤　専従 17： 30～ 8 ：

45

月 1回勤務

9 医師 吉川　将史 非常勤　専従 17： 30～ 8 ：

45

月 1回勤務

1

0

医師 木村　彰仁 非常勤　専従 8 ： 45～ 8 ：

45

月 1回24時間勤務

1

1

医師 齋藤　晋太郎 非常勤　専従 8 ： 45～ 8 ：

45

月 1回24時間勤務

1

2

医師 伊藤　俊介 非常勤　専従 17： 30～ 8 ：

45

月 1回勤務

1

3

医師 清水　崇行 非常勤　専従 17： 30～ 8 ：

45

月 1回勤務

1

4

看護師長 井上　由子 常勤　非専従 8 ： 45～ 17：

30

1

5

看護師 小野里　貴子 常勤　専従 ３交替勤務

1

6

看護師 朽津　麻美 常勤　専従 ３交替勤務

1

7

看護師 町田　由紀江 常勤　専従 ３交替勤務

1

8

看護師 内山　こずえ 常勤　専従 ３交替勤務

1 看護師 藤井　直美 常勤　専従 ３交替勤務
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9

2

0

看護師 田澤  博枝 常勤　専従 ３交替勤務

2

1

看護師 石井　千絵 常勤　専従 ３交替勤務

2

2

看護師 辻口　有紀 常勤　専従 ３交替勤務

2

3

看護師 山口　愛 常勤　専従 ３交代勤務

2

4

看護師 小島　裕美 常勤　専従 ３交替勤務

2

5

看護師 津久井　直衣 常勤　専従 ３交替勤務

2

6

准看護師 桜井　真由美 常勤　非専従 ３交替勤務

2

7

准看護師 植竹　マル子 非常勤　専従 8 ： 45～ 17：

30

週４日勤務

2

8

看護師 菊池　美幸 非常勤　専従 8 ： 45～ 17：

30

週４日勤務

2

9

看護師 毒島　秀子 非常勤　専従 8 ： 45～ 17：

30

週４日勤務

3

0

看護師 島宮　幸子 非常勤　専従 8 ： 45～ 17：

30

週４日勤務

3

1

看護師 荒川　由美子 非常勤　専従 8 ： 45～ 16：

45

3

2

看護師 中山　麻美 非常勤　専従 8 ： 30～ 17：

00

週４日勤務

3

3

看護師 井原　千代美 非常勤　専従 9 ： 00～ 16：

00

3

4

看護師 大川　洋子 非常勤　専従 ３交替勤務 週４日勤務

3

5

看護師 川島  一恵 非常勤　専従 8 ： 15～ 17：

00

週４日勤務

3

6

准看護師 高倉　初江 非常勤　専従 8 ： 15～ 11：

15

3

7

3

8

3

9
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　２　重症救急患者のための病床の確保状況

優先的に使用できる病床 ５　床

専用病床 　６　床

　　注　一般病床以外の病床を含む場合は、病床区分ごとに記載すること。

３　重症救急患者に必要な検査及び治療を行うために必要な診療施設の概要

施　設　名 床　面　積 設　　備　　概　　要 24時間使

用の可否

救急治療室 107.97 ㎡ ( 主な設備) 人工呼吸器、心電計、超音波診断

装置、生体情報ﾓﾆﾀ、多用途ﾍﾞﾝﾁﾚ - ﾀ - 、除

細動装置、経皮的血中ｶﾞｽ分析装置及びﾊﾟﾙｽｵｷｼﾒ

- ﾀ -

　可

手術室 (1) 53.9

2 ㎡ 

( 主な設備 ) YAG ﾚｰｻﾞ - 装置、電気ﾒｽ、手術

顕微鏡、無影灯、各種手術台、全身麻酔器、腹

腔鏡下手術装置、内視鏡下手術装置、外科用 X

線TV装置、超音波白内障手術装置、超音波双方

向血流装置、人工心肺装置、経皮酸素ｶﾞｽ分圧測

定装置、呼吸監視装置、ｽﾃﾙｽｽﾃ - ｼｮﾝｼｽﾃ

ﾑ S7(O-arm2 ・専用手術台含 ) 、コア電動式骨

手術装置、術中神経ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞｼｽﾃﾑ、 3D先端湾曲

ﾋﾞﾃﾞｵｽｺｰﾌﾟ

　可

(2)63.22 ㎡

(3)99.88 ㎡

(4)95.77 ㎡

(5)43.56 ㎡

(6)57.80 ㎡

集中治療室

(ICU/CCU)

6 床

201.62 ㎡ 

　

( 主な設備 ) ICU ﾍﾞｯﾄﾞ、自動心電図計、体外式

ﾍﾟｰｽﾒ - ｶ - 、人工呼吸器、大動脈ﾊﾞﾙ - ﾝﾎﾟﾝ

ﾌﾟ、移送用心電図ﾓﾆﾀ - 、血漿交換装置、経皮

血中ｶﾞｽ分析装置、生体情報ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞｼｽﾃﾑ

　可

施　設　名 床　面　積 設　　備　　概　　要 24時間使

用の可否

新生児集中

治療室

NICU　6 床

127.16 ㎡ 

( 主な設備) 人工呼吸器、生体情報ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞｼｽﾃ

ﾑ、経皮血中ｶﾞｽ分析装置、保育器、鼻腔式持続

　可

9



(NICU・

GCU)

用圧呼吸補助装置、光線治療器、血液分析器、

超音波診断装置、ｸﾘｰﾝﾍﾞﾝﾁ、乳児用集中治療ﾍﾞｯ

ﾄ、搬送用保育器、

GCU　9 床

71.56 ㎡ 

腎センタ― 145.44 ㎡ ( 主な設備) 個人用多用途透析装置、多用途透

析用監視装置、個人用 HDF装置、持続緩徐式血

液浄化装置、全自動熱水薬液消毒対応型ROｼｽﾃ

ﾑ、浸透圧分析装置、生体情報ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞｼｽﾃﾑ、多

人数用透析液供給装置

　可

内視鏡室 98.72 ㎡ ( 主な設備) 気管支・上部消化管、十二指腸・

大腸ﾋﾞﾃﾞｵｽｺ - ﾌﾟ、超音波内視鏡装置、電子内

視鏡ｼｽﾃﾑ、高周波焼却装置、内視鏡光源装置、

超音波ｶﾞｽﾄﾛﾋﾞﾃﾞｵｽｺ - ﾌﾟ、生体情報ﾓﾆﾀ、気管

支ビデオスコープ

　可

緊急検査室 55.26 ㎡ ( 主な設備) 臨床生化学自動分析装置、血液ｶﾞｽ

分析装置、尿検査装置、全自動免疫測定装置、

全自動遺伝子解析装置、小型遺伝子検査装置

（ PCR法）

　可

一般撮影室 51.84 ㎡ ( 主な設備) Ｘ線撮影装置 < 島津 RAD speed 

Pro・Fujifilm CARNEO Smart>

　可

循環器撮影

室 ( 心臓 )

57.23 ㎡ ( 主な設備) 心血管撮影装置一式　 < ｼｰﾒﾝｽ 

Artis One>

　可

循環器撮影

室 ( 腹部 )

33.49 ㎡ ( 主な設備 ) 　床置式全身血管ｲﾝﾀ - ﾍﾞﾝｼｮﾝｼｽﾃ

ﾑ装置 -DSA　<Siemens Artis Zee FA>

　可

第１ ＣＴ室 32.00 ㎡ ( 主な設備 ) 128 列ﾏﾙﾁｽﾗｲｽ X線CT装置<Siemens

SOMATOM Definition AS+ >

　可

第２ ＣＴ室 34.50 ㎡ ( 主な設備 ) 128 列ﾏﾙﾁｽﾗｲｽ X線CT装置<Siemens

SOMATOM Definition AS+ >

　可

第１ ＭＲＩ

室

40.86 ㎡ ( 主な設備) 磁気共鳴画像診断装置<Siemens　

MAGNETOM Verio 3Ｔ >

　可

第２ ＭＲＩ

室

39.52 ㎡ ( 主な設備) 磁気共鳴画像診断装置 <GE　 SIGNA

EXCITE XL ver.11 1.5Ｔ >

　可

放射線治療

室

74.72 ㎡ ( 主な設備) 高精度放射線治療装置一式<VARIAN 

TrueBeam一式 >

　可

治療ｼﾐｭﾚｰｼｮ

ﾝ室

64.13 ㎡ ( 主な設備) CT撮影装置 < Siemens　SOMATOM 

Definition AS20>

　可
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４　備考

・救急告示指定病院　　　　　　　　　　　・第二次救急病院群輪番制

・災害拠点病院（地域災害医療センター）　・群馬県地域周産期母子医療センター

注　特定の診療科において、重症救急患者の受入体制を確保する場合には、その旨を記載する

こと。既に、救急病院等を定める省令（昭和３９年厚生省令第８号）に基づき群馬県知事の

救急病院の認定を受けている病院又は救急医療対策の整備事業について（昭和５２年７月６

日付け医発第６９２号厚生省医務局長通知）に基づき救急医療を実施している病院にあって

は、その旨を記載すること。

　５　救急医療の提供の実績

救急用又は患者輸送自動車により搬入した

救急患者の数

２，７３０人

（　１，５３８人）
上記以外の救急患者の数 ４，３９６人

（　８９５人）
合計 ７，１２６人

（　２，４３３人）

　　注　１）それぞれの患者数については、前年度の延べ数を記載すること。

　　　　２）括弧内には、それぞれの患者数のうち入院を要した患者数を記載すること。

　６　救急用又は患者輸送用自動車

救急用又は患者輸送用自動車 ０　台
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（その４）　地域医療従事者による診療、研究又は研修のための利用（共同利用）のための体制が

整備されていることを証する書類

　１　前年度の共同利用の実績

1 　前年度において共同利用を行った医療機関の延べ数：　 913件（ R4.4-R5.3 ）

　　内訳：ＣＴ/365件、ＭＲＩ/488件、ＲＩ /60件、骨塩定量/0件

2 　①の医療機関のうち開設者と直接関係のない医療機関の延べ数：　 913件

3 　共同利用に係る病床の病床利用率：　　 0％

　注　前年度において共同利用を行った実績がある場合において、当該前年度の共同利用を行っ

た医療機関の延べ数、これらの医療機関のうち開設者と直接関係のない医療機関の延べ数、

共同利用に係る病床の病床利用率等を明記すること。

　２　共同利用の範囲等

1 共同利用を行った建物、設備、器械又は器具の名称：

     ＣＴ・ＭＲＩ・ＲＩ・骨塩定量・講堂・会議室・図書室

2 開放病床：　５床

　注　当該病院の建物の全部若しくは一部、設備、器械又は器具のうち、共同利用の対象とする

予定のものを明記すること。

　３　共同利用の体制

　　ア　共同利用に関する規定の有無　有・無　　別紙１のとおり

　　イ　利用医師等登録制度の担当者　氏　名：　吉田　宗紀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　職　種：　事務

　　注　共同利用に関する規定がある場合には、当該規定の写しを添付すること。

　４　登録医療機関の名簿

医療機関名 開設者名 住　　所 主たる診療科名 地域医療支援病院開設
者との経営上の関係　

別紙２のとおり

　　注　当該病院と同一の二次医療圏に所在する医療機関のみ記載すること。

常時共同利用可能な病床数 ５　床

（その５）地域医療従事者の資質の向上を図るための研修を行わせる能力を有することの証明
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　１　研修の内容

1 　医学又は医療に関する講演会（学術講演会）：　 2回

2 　地域の医師等を含めた症例検討会　　　　　：　 4回

3 　その他の研修会　　　　　　　　　　　　　：  29回

　２　研修の実績

（１）地域の医療従事者への実施回数 ３５回

（２）（１）の合計研修者数 　８３１人

　注　１）研修は、当該病院以外の地域の医療従事者が含まれるものであること。

　　　２）（２）には、前年度の研修者の実数を記載すること。

　

　３　研修の体制

　　ア　研修プログラムの有無　有・無

　　イ　研修委員会設置の有無　有・無

　　ウ　研修指導者

研修指導

者氏　名

職　種 診　療　科 役　職　等 臨床

経験年

数

特記事項

加藤　広

行

医師 外科 院長 39年 教育責任者

飯田　智

広

医師 内科 診療部長 27年

高田しの

ぶ

医師 神経内科 診療部長 21年

桑原　渉 医師 循環器内科 診療部長 23年

大木　康

史

医師 小児科 診療部長 33年

森永　暢

浩

医師 外科 副院長 34年

斯波　俊

祐

医師 整形外科 診療部長 39年

曲澤　聡 医師 脳神経外科 副院長 37年

森下亜希

子

医師 乳腺外科 診療部長 17年

岡田　克

之

医師 皮膚科 副院長 30年
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上井　崇

智

医師 泌尿器科 診療部長 24年

鏡　　一

成

医師 産婦人科 診療部長 30年

丸山　泰

弘

医師 眼科 診療部長 34年

梅村　崇 医師 耳鼻いんこう科 診療部長 25年

佐藤　淳 医師 麻酔科 診療部長 36年

有阪眞由

美

医師 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科 診療部長 38年

研修指導

者氏　名

職　種 診　療　科 役　職　等 臨床

経験年

数

特記事項

髙橋　満

弘

医師 放射線科 院長補佐 41年

伴　　聡 医師 病理診断科 診療部長 38年

萩原　周

一

医師 救急科 診療部長 19年

今井　正

之

医師 歯科・歯科口腔外

科

診療部長 29年

針谷　晃 医師 臨床検査科 診療部長 35年

粕川由貴

子

看護師 看護部 看護部長 34年

河井利恵

子

薬剤師 薬剤部 薬剤科長 31年

勝山　典

年

理学療法士 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ技術科 科長 36年

磯　　昌

宏

診療放射線技

師

放射線技術科 科長 37年

梶田　幸

夫

臨床検査技師 中央検査科 科長 35年

小林　誠 管理栄養士 栄養管理科 科長 30年

三木　康

正

臨床工学技士 臨床工学科 係長 17年

　　注　研修指導者のうち、教育責任者については、特記事項欄にその旨を記載すること。

　４　研修実施のための施設及び設備の概要

施　設　名 床　面

積

設　　備　　概　　要
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研究室（ 2階小会議室） 26.10 ㎡ ( 主な設備 ) 　机、椅子　定員10名

講　堂 162.96

㎡

( 主な設備 ) 　机、椅子、ﾏｲｸ設備、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀ -3台

 定員 120 名　 2 室に分割可能

図書室 110.45

㎡

( 主な設備 ) 　書籍蔵書 5,368冊　医学雑誌 

252 種　

2階 ミーティングルーム 17.00 ㎡ ( 主な設備 ) 　 机、椅子　定員 8名

医療連携等情報コーナー 51.49 ㎡ ( 主な設備 ) 　机、椅子、本棚、65型液晶TV、ﾌﾞﾙ

- ﾚｲﾚｺ - ﾀﾞ - 　　定員24名

研修医室 103.65

㎡

( 主な設備 ) 　机、椅子　定員12名
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（その６）　診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法

管理責任者氏

名

院長　加藤　広行

管理担当者氏

名

医事課　診療情報管理係　古舘　千秋

記録の種類 保管場所 分類方法

診療に関する諸記録

　病院日誌、各科診療日誌、処方箋､手

術記録、看護記録、検査所見記録､エッ

クス線写真、紹介状及び退院した患者に

係る入院期間中の診療経過の要約、同意

書等のスキャン文書

1.病院日誌 ( 総務課 )

2.各種診療日誌 (看護部 )

3.医療記録

( 電子カルテデータとし

て

サーバー内に保管：情報

システム係 )

電子カルテデータ

(1患者 1ID：入院外

来同一ファイル )

病院の

管理及

び運営

に関す

る諸記

録

共同利用の実績 地域医療連携室

救急医療の提供の実績 医事課

地域の医療従事者の資質の向

上を図るための研修の実績

総務課

閲覧実績 地域医療連携室

紹介患者に対する医療提供及

び他の病院又は診療所に対す

る患者紹介の実績の数を明ら

かにする帳簿

地域医療連携室

注１）「保管場所」欄には、当該記録を保管する部署名を記載すること。

　２）「診療に関する諸記録」については、個々の記録について記載する必要はなく、諸記録の

分類方法及び全体としての管理方法の概略を記載すること。
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（その７）　診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

閲覧責任者氏名 地域医療連携室　主幹　上原　美奈子

閲覧担当者氏名 地域医療連携室　主任　吉田　宗紀

閲覧の求めに応じる場所 地域医療連携室（相談室）

閲覧の手続の概要

・記録の閲覧をしようとする者は、事前に諸記録閲覧申請書を地域医療連携室に提出する。

　　　・登録医療機関等からの申し出

　　　・諸記録の検索

　　　・院内のルールに基づき閲覧

　　　・閲覧要綱 :有

　※　閲覧の実績　０件

前年度の総閲覧件数 ０　件

閲 覧 者 別 医師 ０　件

歯科医師 ０　件

地方公共団体 ０　件

その他 ０　件

　注　閲覧件数については、前年度の延べ件数を記載すること。
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（その８）　　委員会の開催の実績

注）委員会の開催回数及び委員会における議論の概要（開催日、開催場所、協議事項、報告事項

等）については、前年度のものを記載すること。
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委員会の開催回数 １　回 桐生厚生総合病院地域医療支援委員会

委員会における議論の概要

・開催日　：令和4年7月6日（木）
・書面開催
・報告事項：

1 紹介患者に対する医療の提供
2 共同利用
3 救急医療
4 地域医療従事者の研修会等



（その９）　患者相談の実績

患者相談を行う場所 相談窓口・相談室・その他（相談支援センタ

ー）

主として患者相談を行った者

（複数回答可）

看護師、社会福祉士、臨床心理士

患者相談件数 ４，９３５件（Ｒ4.4-R5.3）

患者相談の概要

1 相談の類型

・転院・施設に関すること　　・受診・入院に関すること　・在宅ケア

・入院療養生活に関すること　・心理・情緒に関すること　・家族関係に関すること

・虐待・暴力に関すること　　・復職・復学に関すること　・情報提供に関すること

・医療費に関すること　　　　・経済的問題に関すること　・理解促進に関すること

・住居に関すること　　　　　・退院に関すこと　　　　　・がん相談に関すること

・遺族に関すること　　　　　・その他

②　相談に基づき講じた対策等

　　上記に対して適切な助言、調整、情報提供等支援を行った。

また、必要に応じ関係機関との連携を取り、支援を行っている。

※ 平成２５年度から退院支援担当看護師が専従として配置されたため、療養生活中おこる看護

上の問題や療養環境の調整等看護師への相談対応がより構築された。

注　１）患者相談件数については、前年度の延べ件数を記載すること。

　　２）患者相談の概要については、相談内容を適切に分類し記載するとともに、相談に基づき

講じた対策等があれば併せて記載すること。また、個人が特定されないよう配慮するこ

と。
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（その10）　その他の地域医療支援病院に求められる取組みに関する書類（任意）

１　病院の機能に関する第三者による評価

病院の機能に関する第三者による評価の有無 有・無

　・評価を行った機関名及び評価を受けた時期 

日本医療機能評価機構（機能種別版評価項目　一般病院２〈 3rdG:Ver.1.1 〉）

平成 29 年 11 月 18 日（平成 29 年 11 月 18 日 - 令和 4 年

11 月 17 日）

注　病院の機能に関する第三者による評価は、公益財団法人日本医療機能評価機構等による

ものであること。

　２  果たしている役割に関する情報発信

果たしている役割に関する情報発信の有無 有・無

　・情報発信の方法、内容等の概要

　　病院ホームページ　

広報誌（院外広報・薬剤部情報紙・臨床検査情報紙・地域医療連携情報紙）

構成 2 市（桐生市、みどり市）の広報紙

市民対象・医療関係者対象の講演会、研修会、勉強会

地域情報紙への健康に関する情報提供

３　退院調整部門

退院調整部門の有無 有・無

　・退院調整部門の概要

入院早期から退院支援の必要な患者をスクリーニングにより抽出し、在宅、施設、転院のい

ずれかへ地域との連携を図りながら調整を行っている。

　４地域連携を促進するための取組み

地域連携クリティカルパスの策定 有・無

　※策定した地域連携クリティカルパスの種類・内容

・がん連携パス（群馬県がん診療拠点病院共通パス）

胃がん・大腸がん・肺がん・肝臓がん・乳がん・前立腺がん

・当院独自で作成した地域連携パス

子宮頸がん

・脳卒中地域連携パス（群馬県共通）

※地域連携クリティカルパスを普及させるための取組み

・連携登録医への説明及び資料配付    ・病診連携会議開催　年 2 回

・脳卒中連携パス検討会開催（年２回）・群馬脳卒中医療連携の会参加（年３回）

※地域連携を促進するための取組み

・市民公開講演開催　年２回　　　　　・緩和研修会開催　年１回（地域医療従事者含む）

・地域医療勉強会　年４回　その他研修会及び検討会を実施（地域の医療従事者向け）
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